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【目的】 近 年、エ タ ノ
ー

ル は再生 可能な エ ネル ギーと して 注 凵さ れ 需要が

拡大 して い る u 当研究室 で は糖 化が 困難 で あるバ イ オ マ ス の 有効利用 を 考

え、バ イオ マ ス をガス 化 した際 に 生 じる HL，、　 C ⊂）2 お よ びCO を基質とした

エ タノ
ー

ル 生産技術 に 注 目 しITJI：
究 を行 っ てい る。当研究室で 単離され た 好

熱性 嫌気性 細菌M σr肥 1’α sp 、　IIUC22 ．1は ガス 基質か ら の エ タ ノール 土産が

可能 で ある が 主生成物は酢酸で あ V、エ タ ノ…ル 生産性 は低 い 。実用化に

は エ タ ノー一ル 生産性の 向上 が必 要で ある。そ こで 本勧1究で は実用化に向 け

た エ タ ノ ー一ル 生産性 の 向 ヒを 目指し 、基質 と なる ガ ス の 混合比を変 え培養

条件の 検討を 行 っ た。【方法及び結果1　55 ℃嫌 気条 件下 で H2 −Co2 混 合ガ

ス を基本的な基 質 と して、合成ガ ス 中に 含まれ る GO に つ い て もガ ス 混 合

比を 変え TTUC ：2？．1の 回分培養 を行 っ た 。い ずれ の ガス 組成 で も（：0 を加 え

る こ とに よ ウ菌体量 の 著 し い 増 加が み られた。エタ ノ
ー．・

ル 生牽に つ い て も
一

部増加が認め られ 、CO 俔今比に つ い て 更な る検討，J
’
．Z・esで あ るttまた

菌体の 増殖、エ タノ
ー

ル セ塵に はpH が重要な影響 を与 凡 てい るが
甬
髄 ≧エ

タ ノール 生張は 連動 して お らず相 関はみ られな い 。したがって 増殖 系、エ
タ ノ

ー
ル 生産系の pH 二 段制御 に ．よる H2 、　 CO2 、　CO ガス 基質の ガ ス 流加

pllス タ ッ ト培養系の 構築を進めて い る。

【ti的 】近年の 化石 エ ネ ル ギー．・の枯渇や環境問勝 か ら、新たな エ ネル ギ…と

して バ イ オ マ ス 中来の 水素・エ タ ノール が 注 目 され て い るn 当研究室 で 単
離 した 水素生rkfi9

’
Entet’obacter 　aet

’
ogevne．s　IIじ101は グ リセ ロ ール を 良好 な基

質として 卞 に水素・エ タ ノ …ル を 生産す る。しか し、副生さ れ る 1，S一プ ロ

バ ン ジオ ール よ っ て 収率は 低 くな っ て し ま う u そ こ で 、本研究で は、］，3．
プ ロ パ ン ジ オール 生成酵素の

一・
つ で あ る gl｝

・
〔erol 　deh》

．dratase（g
．
‘疏 ）を破壊

す る こ と に よ リ グリセ ロ ール か らの 水素
・エ タ ノール 収率を改善する こ と

を目的 と した 。
【方法 及び結果】1r．atrmgenes ゲ ノム か らgldh遺伝子 をクロ

ー一ニ ン グ
．
す るた め．

類縁菌 の gidh遺伝 子情報 に 基づ き保！f
二
性の 高い 部 分をプラ イマ ー一と して

P〔：R を行 い 、目的遺伝 予断 片を取得 した。さらに イン バ ー
ス PCR に よ

IVg’ldh
の 大部分 を取 ワ出 した。本遺伝子 断片に よ る サザン プロ ッ トの 結 果、ア イ

ソザイ ム遺伝子 が存在 しない こ とを確認 した n そ こ で 、gtdh中に 抗生物 質

耐性遺 伝丁 を挿 入 したプ ラ ス ミ ドを 作製 し、エレ ク トロ ポ レ
ー

シ ョ ン 法に

よって 菌体 内に 導入 した。現在、導入プ ラス ミ ドとゲノ ム との相 同性 組み

換 え に よ るglcth破壌材の 作製 を試み て い る。

Ethanol　 pr   duction　 f｝om 　 gaseous　 substrate 　 by　 a 　 thermophilic

anaerobic 　bacterium，　MooreUa 　sp．　HUC22 −1
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［目的 ］軽 油 等 の 使 用 に よ り　：酸 化 炭 素 が 発生 し、地 球温 暖化 の要因 と な っ

て い る コこれ ら化石 燃料 の 枯 渇 も問 題 とな っ て い る。ま た、家 庭 や 工 場 な

どで 使 用 され る 油 の 総 量 は 年 間 50万 トン を超 え 、そ の 処埋 が 間通 と な っ て

い る。これ らの 問題 を 解決 す る 方法 と して ク リーン エ ネ ル ギ・一で あ るバ イ

オ デ t
−一

ゼル 燃 料の 生産 が あ る が、副産 物 とし て 高 濃 度 グ リセ ロ
ー

ル含 有

廃液を 同 時に 排出 す る。これ まで五漉 励 配 襯
・
α 傑 σg槻 欄 を 用 い て廃 液 中の グ

リセ ロ
ー

ル の 水素 ・エ タ ノ
・一

ル 発酵処 理 行 っ て きた が 、20釧程 度 の グ リセ

ロ
ー

ル しか 適応で きな か っ た。そ こで 今IE「は よ り高 濃度 の グ リセ ロ
ー

ル を

利用 で きる 、有力菌の 検索及 び、培 地 条件の 検討 を行 っ た u［方法 及 び糸
＋
果

1様 々 な土地か らサ ン フ リン グを 行 い ．70g〆1の 高濃 度 系で グ リセ ロ
ー

ル 消

費が 見られ た 水素 ・エ タ ノ
ー

ル 生産菌を 単離 し 1司定 を行 っ た。これ ら の 有

力 菌を 用 い て 、廃液中の グ リセ ロ
ー

ル 消 費量 及 び、ノk素 ・エ タ ノ ール の 生

産率を 上昇 させ る培 地 条件の 検討を 行 っ て い る。培 地 は 廃液 （某 質）と合 成

培 地 、リン酸 buffさr を加 え．嫌 気 条件 下 、37℃暗 所 にて 回 分 培 養 を 行 っ た 。
旧 毎に ガ ス 早 測 定、サ ン ブ

．
リン グ、pH 測定 、ガ ス 紺成 測定 を行 い 、変 化

を追 っ て い っ た 。

【冖的】循環型 社会 にお ける廃棄物処 埋 法の
一

つ に食品 廃棄物の 再 資源 化 が

あ り、水素 ・メ タ ン ニ 段発酵法が 有効 処 理 の
一

っ と考
．
え られ る。メタ ン 発

酵 の前 段に 水 素発酵 を導 人 す る こ とに よ ワ基 質 の 可 溶 化 ・酸 発 酵 を行 い 、
メ タ ン 発酵 槽 を分 離 す る こ と に よ っ て シ ス テム 全 体の 高 速 化 を 計 る こ とが

・」
．
能 で の る。本 研 究 は 各種 バ ン 廃 棄 物 の 有 効 利 用 と減 量 化 を 目的 と し、水

素 ・メタ ン ：段 発酵 の前段 階 で あ る水 素 発酵 につ い て 検討 し た．【方法 及 び

結 果】広 島市下 水 道処 理場 の 嫌気 消化 汚泥 、及 び食品 排水 IIASBグラ ニ ュ
ー

ル を水 素発酵微 生物源 に、種 々 廃棄菓 ∫
 
パ ン を基質 と して 用 い ．水 素発酵

に適 し た汚 泥 の 特 定 、培 地 成 分 の 添 加 の 有 無 、基質濃度 〔50ul50giL ）、培

養混 度 t57℃ ・55℃〕 に よ る生 産 性 の 比 較 を行 っ た 。培 莨 はpH7 ．（）、瀞地

培 橦 に よ る 阿 分培 養 を行 い 、水 素 生 戎及 び有機酸 の 測 定 を行 っ た 。各 汚 泥

を用 い培地 成分添加 の 検討 を行 っ た と こ ろ水 4 発酵に 適 した 汚 泥 を特 定 し

培 地 成 分無 添加 で も十 分 水 素 発酵す る こ とが 分 か っ た c これ を 元 に最 も生

産 能 の 高 い 汚泥 を用 い た 培 義 温 度 に よ る水 素 生 成 の 違 い は 各 奉 質 濃度 と も

S7℃ で は 5う℃ に 比 べ 2催 以 トの水 素生成 が 確認 され た 。また 、酢 酸 と酪 酸

を 主 に 生 成 して いた こ とか ら、水 素 ・メ タ ン ：段 発酵 の 後段で あ るメ タ ン

発 酵 も十分 行 う こ とが で き る こ とが 示 唆 され た 。
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